
深い緑をたたえた山に抱かれ、眼下には太平洋が広がる自然環境の中
に静かに立つハートライフ病院様。沖縄の中部医療圏の方々のための
総合病院として、『笑顔で親切、ハートライフ病院』をスローガンとし、
真心をこめて患者様と接することを大切に、日夜、患者様の治療にあ
たっている。そんなハートライフ病院様が、いま特に力を入れているの
が血液内科での骨髄移植である。通常、骨髄移植は、骨髄移植推進財
団に認定された病院でしか手術ができない。同病院は沖縄県で唯一、
非血縁者間での成人の骨髄移植が可能な病院であり、他県への移送が
体力的・経済的に厳しい患者様の助けとなっている。
地域医療支援病院でもある同病院では、2011年、電子カルテシス

テムの導入を行った。「毎日の来院者数が
400人を超える現在、なるべく職員の労
力を減らしたい。私どもはそこに主眼をお
いています」というのは、佐久川廣副院長。

「紙カルテを病棟から持ち出すことはでき
ません。しかし、電子カルテであれば、病院
内のどこからでもカルテの閲覧・記入ができ
ます。それにより仕事を効率的にこなすこ
とができる。それが大きなメリットですね」

お 客 様 の 取り組 み / 導 入 の 背 景

職員の負担軽減を目的に、
電子カルテシステムの導入を決定。

■電子カルテシステムの運用には、スキャナーが不可欠。
カルテ自体を電子化しても、手書きのサインが必要な同意書や、他病院
からの紹介状など、まだまだ紙で運用せざるを得ない書類が存在する。
この書類も含めて患者様の情報を一元管理するべく、書類を電子化す
るためのスキャナーが必要になった。さらに書類を電子化する際、診療
科によっては、紹介状や同意書など一度に20 ～ 30枚の書類の取り込
みが必要なため、ADF（自動原稿送り装置）は必須と考えた。
■診療スペースを圧迫することなく、新たな機器の導入を。
スキャナーの導入を検討している現場には、モノクロコピー機のほか
に、家電量販店で買い揃えたカラープリンターを設置している診療科
もあった。「モノクロコピー機は、深夜の外来が重なり書類が足らなく
なったときに。カラープリンターは、患者様の不安を取り除きたいとい
う理由で、書類をカラー出力するときに使っています」というのは、医
療情報管理室の安里竜係長。これらの機器に加えて、さらにもう一台
新たな機器を追加するのはスペースの問題から容易ではない。「限ら
れた現場のスペースは、なるべく診療行為のために使ってほしい。だ
からOA機器などはコンパクトなものを置きたい」　そのため、現在活
用しているコピーやプリンターに加え、新たに必要となったスキャナー
を、現状のスペース内にどう配置するかという大きな課題に直面した。

課 題

スペースの限られた診療現場において、大量の紙書類を
いかに効率よく電子化し、電子カルテに統合するか。
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［RICOH Printing Solution］　IPSiO シリーズ導入事例

電子カルテシステムとともに、カラーレーザープリンター複合機を効果的に活用！

複合機の導入で、診療スペースを圧迫せず電子カルテの入出力が可能に。
業務効率の向上だけでなく、来院者の満足度向上にも貢献。
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http://www.ricoh.co.jp/IPSiO/

■リコーにご提供いただいたお客様の個人情報の取り扱い方針については、当社ホームページでご確認いただけます。

リコー製品に関するお問い合わせは「お客様相談センター」で承っております。

050-3786-3999お客様相談センター
●受付時間：平日（月～金）９時～12時、13時～17時（土日、祝祭日、弊社休業日を除く） ＊050ビジネスダイヤルは、
一部のIP電話を除き、通話料はご利用者負担となります。 ＊上記番号をご利用いただけない方は、03-4330-0368
をご利用ください。 ＊音声ガイダンスに従い製品別の番号をプッシュトーンでお知らせください。トーン信号が出せな
い電話機でお掛けの場合は、そのまましばらくお待ちいただきますとオペレータに接続します。 ※お問い合わせの内容
は対応状況の確認と対応品質の向上のため、録音・記録をさせていただいております。 ※受付時間を含め、記載のサー
ビス内容は予告無く変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。 http://www.ricoh.co.jp/SOUDAN/

自分たちの頭の中には『プリンターは壊れるもの』という認識がありました。診療科ごとにバラバラのプリンターを使用していた
頃は故障トラブルも多く、本当に苦労していましたので。それが今では、故障がほとんどありません。本当に助かっています。また
今回、A4カラー複合機の導入と同時に、医療向けのデジタルカメラもご提案いただきました。試しに使用してみたところ、撮影
した画像データを無線LANで送信することができる本機は、セキュリティの厳しい電子カルテ端末にデータ媒体を直接挿すこ
となしに作業を進められて便利だとの声が多く、こちらも導入させていただきました。現場には「こうなったらいいな」という要望は
まだたくさんあります。これからも密に連携しながら、様々な面でのバックアップを引き続きお願いしたいと思っています。

■創設：昭和63年8月
■病床数：300床
■外来患者数：
　約420人／日（平成22年度）
■診療科数：20科
■所在地：
　沖縄県中頭郡中城村字伊集208番地
■医師：69名／看護師：357名／その他スタッフ：337名
■URL：http://www.heartlife.or.jp/
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お客様の声 お客様プロフィール
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とにかく故障が少ない。これには驚きました。これからもリコーさんからの提案に期待しています。

■決め手は十分なスキャナー性能とコンパクトさ。
機器選定の際、目にとまったのはIPSiO SP C301SF。新たに必要と
なったスキャナー機能に加え、コピー、プリンター機能を集約できる複

合機であれば、現状のOA機器の
設置スペースを利用できる。「まず
マシンが小さいこと。さらにプリント
スピードはもちろん、スキャナー性
能も十分でした」（安里係長）　結
果、SP C301SFは電子カルテに
関わるほぼすべての部署に36台
が設置された。「当病院では紙書類
をすべてスキャンせず、必要性を見
極めて電子化しています。これによ
り作業時間も患者様の待ち時間も
減ります」（當銘副部長）　同病院

の場合、完全なペーパーレス化は求められていない。やみくもに紙書類
を減らすことよりも現場の利便性が優先される。実際に複合機を導入
後、増えた紙書類もあるが仕事の効率は向上した。
■大量のスキャン・プリントにも関わらず、故障率は減少。

「実際に導入してみて驚いたのですが、故障が少ないです。正直、現
場は使い方が荒いので、こんなに安定して動いてくれるとは意外でし
た」というのは医療情報管理室の當銘秀之副部長。「以前のカラープ
リンターは各診療科で機種がバラバラでした。そのため故障すると各
メーカーの保証にしたがって修理やメンテナンスをする必要がありま
した。さらに人事異動があると、各個人でドライバーをインストールし
直すなどの手間もかかっていました。その点、今回は故障も少なく、複
合機もこの一機種に揃えたため、どこに異動してもすぐに使えます。ま

解 決

省スペースなカラーレーザープリンター複合機の導入で、
電子カルテシステムの効率運用を後押し。

たトナーもまとめて買うことができ、コストも削
減できました」（當銘副部長）　現場の評価も
上々だ。SP C301SFの簡単なメンテナンス
は看護師が行っているが、従来多かった紙詰ま
りはほとんどなく、トナー交換も簡単で使い勝
手が良いと好評だ。ナースステーションでは問
診票や転院用のデータなど、さまざまな書類の
スキャンやプリントに使われる。また、サーモグ
ラフィの結果を一目で分かるようカラー出力し
て説明に使用したり、予定を色分けした入院計
画書を作成するなど、書類に工夫を凝らし患者様へのホスピタリティを
高めている。

［RICOH Printing Solution］　IPSiO シリーズ導入事例

電子カルテシステムの運用と、それに伴うカラーレーザープリンター複
合機の導入によって業務の効率化に成功したハートライフ病院様。「今
後は、導入した複合機をさらにどう活用していくかだと思います。我々
が『こう使ってください』と指示するのではなく、各診療科でアイデアを
出して使っていってほしいですね。実際、こだわりのあるドクターは『こ

れはカラーで出力したい』と、所見票に患部の
カラー写真を入れて、説明に使用しています」

（安里係長）　これは当初、医療情報管理室
で考えていた以上のかたちで活用された例で
ある。この例をとっても、資料に添付する画像
を取り違えることなく紐づけるなど、今後もリ
コー製品が活躍する場はありそうだ。リコーは
現場の要望をキャッチし、素早く応えることで
さらなるバックアップを続けていく。

今 後 の 展 望

真心をこめた診療のために。現場から出てくる
アイデアで、複合機とデータのさらなる有効活用を。
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